
です。

※　記者のみなさまの見学会参加も可能です。

【事業に関する問い合わせ】

【見学会の内容に関する問い合わせ】

　　○国道１０６号　腹帯地区道路工事

　　　大豊
だ い ほ う

・佐田
さ た

特定建設工事共同企業体　腹
は ら

帯
たい

トンネル作業所
　　　〒028-2103　宮古市腹帯第１地割　28-1

　　　　所　　　長　　　　　    　　平岡
ひらおか

元
はじめ

　電話0193-79-1855

　このたび、宮古市新里地区の住民35名による見学会を、下記の日程で開催
することとしますのでお知らせいたします。

■　開催日時　　： 平成２８年　５月１８日(水）10：００から（１時間半程度）

記者発表資料

新里
に い さ と

地区の住民（35名）が生涯学習の

～　宮古箱石道路　腹
は ら

帯
た い

地区道路工事現場見学会　～

　宮古箱石道路（復興支援道路）は、震災復興のリーディングプロジェクトと
して１日も早い完成を目指し、従来にないスピードで事業を進めているところ

　今回は、新里生涯学習センターが生涯学習の一環として開催する『いきいき
セミナー（全６回）』の第１回目として新里地区内に整備中の宮古箱石道路の
整備状況について学ぶ現場見学会となります。

宮古市腹帯地内･･･別紙－１（位置図）参照

■　見学場所　　：

ので、必要個数をご連絡ください。

■　集合場所　　：

（仮称）腹帯第２トンネルおよび（仮称）腹帯橋

問い合わせ先

現場に入場する際のヘルメットは、当方で準備いたします

■　実施内容　　： 別紙ー４（現場見学スケジュール）参照

■　その他　　　：

雨天の場合も開催します。

«発表記者会：岩手県政記者クラブ、宮古記者クラブ、東北専門記者クラブ»

　　○国土交通省　東北地方整備局　三陸国道事務所

　　　　副　所　長　　　　　    　　平岡
ひらおか

弘志
ひ ろ し

（内線204）　電話0193-62-1711（代表）

　　　　工務第一課　　建設
けんせつ

監督官
かんとくかん

　　庄司
し ょ う じ

彰
あきら

　（内線504）

(復興支援道路・宮古盛岡横断道路については、　　　　　　　で検索できます。）

平 成 28 年 5 月 13 日
国 土 交 通 省
三 陸 国 道 事 務 所

　　【宮古盛岡横断道路（宮古箱石道路）】

一環として道路整備について学びます



現場事務所 〒028-2103
岩手県宮古市腹帯第一地割28-1

大豊・佐田特定建設工事共同企業体
TEL：0193-79-1855
FAX：0193-79-1856

別紙－１

【国道106号　腹帯地区道路工事　現場見学会場所案内図】

広域図

現場見学場所 １

10:40～ 腹帯第２ﾄﾝﾈﾙ

現場見学会集合場所

現場見学場所 ２

11:10～ 腹帯橋

詳細図

工事用道路

『腹帯下の橋』

『腹帯上の橋』

腹帯バス停

至 盛岡

至 沿岸部

至 盛岡

現場事務所

【沿岸部からお越しの方】

国道106号で盛岡方面に向かい『腹帯下の橋』の手前を、腹

帯駅方面に右折して現場事務所にお越し下さい。

【盛岡方面からお越しの方】

国道106号で宮古方面に向かい『腹帯下の橋』を通過後、腹

帯駅の標識を目印に左折して現場事務所にお越し下さい。



別紙－２

宮古箱⽯道路（宮古〜箱⽯）Ｌ＝３３ｋｍ

計画諸元路線概要

宮古箱⽯道路(宮古市藤原〜箱⽯)     Ｌ=約33km   
宮
古
市
藤

原宮
古
市
箱

宮古市

川井箱⽯⼯区 Ｌ=約7km 下川井⼯区
Ｌ=約2km 

蟇⽬腹帯⼯区 Ｌ=約7km 

宮古⻄道路
(県施⼯) 

Ｌ=3.6km 

宮古⻄道路
Ｌ=約4km 

宮古盛岡横断道路は、宮古市と盛岡市を結ぶ全⻑約100kmの地域
⾼規格道路であり、そのうち「宮古箱⽯道路(宮古〜箱⽯)」は宮古市藤
原から箱⽯間の約33kmにおいて、岩⼿県より権限代⾏で整備する区間
です。

国道106号の線形不良区間を回避し、⾛⾏性が向上するとともに、所要
時間の短縮により県都盛岡市と宮古市間のアクセス性向上、救急医療施
設への速達性向上等の効果が期待されます。

平成2７年度は、⽤地買収も概ね終了し、本格的に、改良⼯事、橋梁
⼯事、トンネル⼯事を進めて⾏きます。

至盛

岡至宮古市

街

至久

慈

至釜

石 宮古中央

IC 松山IC

（仮）

久慈⽅⾯から松⼭IC(仮)付近を望む

（仮）腹帯第２ﾄﾝﾈﾙ
L=577m



　

　　
　
　

別紙－３

（仮称）腹帯第３トンネル（終点）完成イメージ

（仮称）腹帯第２トンネル（終点）完成イメージ

（仮称）腹帯橋完成イメージ

国道１０６号 腹帯地区道路工事
復興支援道路 宮古盛岡横断道路

大豊・佐田特定建設共同企業体

【工事概要】

工事件名 ：国道１０６号 腹帯地区道路工事

工事場所 ：岩手県宮古市腹帯地内

工 期：平成２６年１２月 ３日 ～ 平成２９年６月３０日

発 注 者：国土交通省東北地方整備局

受 注 者：大豊・佐田特定建設共同企業体

宮古箱石道路は、宮古市から盛岡市までの地域高規格道路（国道106号）で、

東日本大震災を機に「復興支援道路」と位置付けられ、沿岸と内陸との強力な連

携を促進することにより、被災地の早期復興を支援することを目的として整備さ

れています。

【工事内容】

（仮称）腹帯第2トンネル 延長 577ｍ（内空断面積 約88㎡）

（仮称）腹帯第3トンネル 延長 283ｍ（内空断面積 約87㎡）

（仮称）腹帯橋 橋台 ２基（A1、A2）、橋脚 ３基（P1、P2、P3）



開始時間 所要時間 説明者

10:00 ～ ご挨拶・宮古盛岡横断道路の説明 （15分） 庄司建設監督官（三陸国道）
・『命の道』復興支援道路　宮古盛岡横断道路

10:15 ～ （仮称）腹帯第２トンネル　工事概要説明 （10分） 中村監理技術者（大豊・佐田JV）
　・工事の内容説明 or　平岡現場所長（大豊・佐田JV）
　・トンネルの作り方説明

10:40 ～ （仮称）腹帯第２トンネル　坑内見学 （20分） 祖父江監理技術者（大豊・佐田JV）
　・トンネル掘削機械の説明 or　平岡現場所長（大豊・佐田JV）
　・記念写真　撮影
　・質問タイム

11:10 ～ （仮称）腹帯橋　橋脚（P2・P3）工事見学 （20分）
　・記念写真　撮影
　・質問タイム

11:30 ～ 見学会終了（現場出発）

内　　　容

宮古盛岡横断道路　新里生涯学習センター　

別紙－４

いきいきセミナー現場見学会　スケジュール



別紙－５

腹帯地区道路⼯事 ⼯事進捗状況

（仮）腹帯第２ﾄﾝﾈﾙ
L=577m

（仮）腹帯第３ﾄﾝﾈﾙ
L=283m

掘削済延長

L=520.4m（5月10日現在）

（仮）腹帯第２ﾄﾝﾈﾙ工事状況

掘削・盛土・函渠

（仮）腹帯橋A２橋台 工事状況（完成）（仮）腹帯橋P2・P3橋脚 工事状況

P3P2

P2：鉄筋組立中

P3：掘削中（発破工法）



87720388
テキストボックス
　参考

87720388
長方形
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